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電力監視隊
でんりょくかんしたい

セツデンジャー

③テーマに合わせて形成したチーム活動

中尾　恒司

取り組種別 課題達成型

中尾　恒司　（医事）

板垣　創 経理

小松　智行 ケアマネージャー

深澤　茜音 管理栄養士

医事

人事嵐田　泰隆

小西　千裕 総務

理学療法士

老健相談員

樋口　明伸

小暮　優奈

2023年6月　～　11月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　最大需要電力、使用電力を

（目標値）　9月末までに5％削減する

昨年度の電力使用量と最高気温のグラフを比較したところ相関関係が強いことが判明。
エアコンを中心とした節電施策を検討・評価後、8項目を行った。
最大需要電力は削減できたが、使用電力は削減効果が芳しくなかったため、再度成功シナリオを追求。
昨年と今年の最高気温を比較したところ、今年のほうが上昇していることが判明。
そこで、気温に対する使用電力量を同一尺度で測れる指数を考案し、節電指数として効果測定。

（実施前）　最大需要電力　　最高気温1度あたりの使用電力量

（実施後）　9.6％削減　　　　　6.4％削減

メンバー各自が時間と場所と施策を分担し、院内各所で恒常的な節電施策を行う。
また、冬季節電指数の算出方法を確立し、最低気温1度当たりの使用電力量削減効果を測定。
業務、療養環境ならびに医療の質を低下させることなく節電を進める。

板垣
いたがき

　創
はじめ

　（経理）ねりま健育会病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間

施設名

演題名 経費削減のための節電施策

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

経費削減として、医療消耗品費、給食費と比較したうえで光熱費削減をテーマに選定。
光熱費のうち、昨年度（2022年度）の電力使用量は117万ｋWであった。
今年度（2023年度）予算で電力使用量111万ｋWを目標とすることが示された。
この目標を達成するために節電施策を行うこととした。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 18



【攻め所の設定】 2022年度電力使用量実績 （千ｋW）

2022年度電気料金実績 （万円）

2022年の年間使用電力量が117万Kw、電気代が3378万円　この使用電力量を節電により下げることを目標としました

【目標設定】

今年度予算の年間使用量111万Kw目標を達成するため、9月末までの最大需要電力、使用電力の5%削減を目標としました

【方策の立案】

気温と使用電力がピークとなる12：30～14：30を中心とした節電施策を検討・評価し、8項目を実施しました

使用電力量と練馬区最高気温のグラフが同じ波を描いていることから
温度変化が使用電力量に大きな影響を与えると考えました



【成功シナリオの追求と実施】

上記節電施策を行いました

【効果の確認】

電気料金の基本料金は、契約年度内での1時間当たりの最大需要電力量が算定基準となります

夏場にピークとなる最大需要電力量が、2022年の301Kｗから2023年は272Kｗと、9.6%の削減に成功しました

しかし月間総使用量についてはそれほど削減されませんでした　要因は2022年より2023年の最高気温が上昇しているためです

このことから、気温に対する使用電力量を同一尺度で測れる指数を考案し、「節電指数」として効果測定しました

使用電力量÷最高気温＝節電指数

節電指数が小さいほど節電できている



7月～9月のいずれも前年より実質的には節電が実現できており、最高気温1度あたりの使用電力量は6.4%削減できました

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】
〈良かった点〉

メンバーをはじめ院内全体の節電意識が高まり、活動しやすくなった

〈悪かった点〉

暑い時期での活動とデータ収集しか行えなかった

多職種のメンバー全員が参加できるミーティング時間設定に苦労し、細かなフィードバックの機会が少なかった

〈今後の進め方〉

冬季節電指数の算出方法を確立する

最低/最高気温の影響を受けながらも施策を継続し、節電に努める

業務・療養環境ならびに医療の質を低下させることなく節電を進める


